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○平成10年９月３日（木）

【北朝鮮の弾道ミサイル発射に 抗議する決議】

　8月31日、北朝鮮は、我が国に対し何らの事前通告もなしに弾道ミサイルの発射を強行

した。当該ミサイルは我が国の上空を通過し、多数の船舶、航空機等が活動する三陸沖の

海上に着弾した。

　かかる北朝鮮の行為は、我が国領土に落下する可能性を一顧だにせぬ、国際常識無視の

無謀かつ極めて危険な行為であり、我が国の安全保障上極めて由々しき事態である。また、

北東アジアの平和と安定に対する重大な脅威となり、ひいては国際社会全体に緊張をもた

らし、大量破壊兵器の拡散防止に向けた国際的努力を無視する行為である。

　本院は、今回の行為は極めて許し難いものであると認識し、ここに北朝鮮に対して断固

抗議する。政府は、速やかに国際社会と連携して、北朝鮮が断じてかかる行為を繰り返す

ことがないよう強力な外交を展開し、加えて、北東アジアの安定と信頼醸成の構築に努め

ることを強く求めるものである。

　右決議する。



○平成10年10月16日（金）

【防衛庁長官額賀福志郎君問責決議】

　本院は、防衛庁長官額賀福志郎君を問責する。

　　右決議する。

　　　　　理　由

１　防衛庁長官は、我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つことを目的として各自

　衛隊を管理し、運営し、これに関する事務を行うことを任務とする防衛庁の最高責任

　者である。　しかるに、額賀福志郎防衛庁長官は、就任以来、このたびの一連の防衛庁

　の不祥事に当たって、適時・適切に指導力を発揮することなく、三たびにわたる防衛

　庁の家宅捜索を受け、国政に対する国民の著しい不信を招き、ひいては我が国に対す

　る国際的信用を失墜させた責任は極めて重大である。

２　額賀福志郎防衛庁長官は、就任以来、不祥事に関する防衛庁内部の調査を、「自浄

　能力の発揮」と称して一貫して官僚組織任せにし、政治家の立場からみずから調査に

　当たることなく、事実の解明に主体的・能動的に取り組んだ形跡がうかがえない。防

　衛庁が、いわば組織ぐるみで引き起こした事件である可能性が極めて濃厚である以上、

　当該組織に事件の調査を委ねても、国民が期待する事実解明がなされないであろうこ

　とは火を見るよりも明らかである。そうであるにもかかわらず、積極的に行動しよう

　としない額賀福志郎防衛庁長官は、国民の期待に応えるべき国務大臣として不適格で

　ある。

３　額賀福志郎防衛庁長官は、国会において幾度となく、「みずからをむなしくし、私

　情を挟まないできっちりとした対応をしていくことによって信頼関係の構築に寄与し

　ていきたい」とか、「カメのごとく正確に確実に目標に到達するという考えでやって

　いきたい」とか、ひたすら抽象的な発言を繰り返すだけである。そこには事件解明に

　向けた積極果敢な取組みの姿勢がみじんも感じられないばかりか、結果的に国会に十

　分な情報を提供せず、国民の「知る権利」を著しく侵害している。これは国会軽視で

　あり、国民を裏切る背信行為であると断ぜざるを得ない。10月14日にようやく公表さ

　れた「４社事案関連文書の管理実態に関する中間報告」なるものも、到底国民の納得

　が得られる代物ではない。

４　我が国の財政事情が極めて厳しい状況にある今日、一切の無駄は許されない。それ

　にもかかわらず、防衛庁が装備品の調達に関して何十億円、あるいは何百億円にのぼ

　るかもしれない、払わなくてもよい国民の血税を無駄に払い、国に損害を与えたこと

　は極めて重大である。たとえ、事実の発生が額賀福志郎防衛庁長官の就任前のことで

　あったにしても、防衛庁の最高責任者としての監督責任、道義的責任、結果責任が問

　われるのは当然である。今回の一連の不祥事にかんがみ、額賀福志郎防衛庁長官は出

　処進退を明確にし、みずからけじめをつけるべきことが、国民に対する責任を全うす

　る唯一の方法であることを知るべきである。

　これが、本決議案を提出する理由である。


